
 

 

 

 

 

 

 

     「土佐山田町」が72.1％で最も多く、次いで「高知市」21.7％となっています。 

 

 

  「高知県外」が53.5％で最も多く、次いで「場所はこだわらない」が32.4％、「高知県内」が12.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

【調査対象】高知工科大学に在学中の大学生・大学院生 

【調査期間】2021年（令和3年）10月 

【回収結果】対象総数2,586人/有効回答数383件/有効回収率14.8％ 
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    就職希望場所で高知県内を選択した学生で、「香美市に住んでみたい」38％、「住みたくない」が62％となっ

ています。 
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    「日常の買い物が不便だから」が66.7％で、次いで「道路事情や交通の便が悪いから」が66.7％となっています。 
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 「美しい街並み、快適な住まいの「生活タウン」が37.0％で最も多く、次いで「自然や歴史を守る環境のまち」が

31.0％、「子どもの夢を応援する教育のまち」が28.4％、買い物客でにぎわう「商業のまち」が19.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 「買い物や飲食」が57.7％で最も多く、次いで「友達と会う（遊ぶ）」が52.0％、「アルバイト」が34.5％、「地域の祭り・

行事への参加」が25.6％となっています。 
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３中学生アンケート 

 

 

「とても好き」が35.7％、「まあまあ好き」が35.7％となっています。 

 

 

 

 

 「地域の祭り・行事への参加」が32.1％で最も多く、「清掃やリサイクル等のボランティア活動」が28.6％、「スポーツをする」

が25％となっています。 
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【調査対象】本市に居住する中学２年生 

【調査期間】2021年（令和3年）10月 

【回収結果】対象総数163人/有効回答数28件/有効回収率17.2％ 



 

 

 

 「自然や歴史を守る環境のまち」が50.0％で最も多く、次いで「高齢者・障害者を大事にする支え合いのまち」が28.5％、

「美しい街並み、快適な住まいの生活タウン」が25.0％となっております。 
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４結婚子育て（調査対象：18歳以上50歳未満の市内居住者） 

 

「安定した雇用の支援」が50.6% で最も多く、若い夫婦への住まいの支援」が 45.8%、「結婚祝い金などの

経済的支援」が 41.0%、「行政がやる必要がない」が16.94％となっています。前回調査と同様に雇用、住まい、

経済面への支援の希望が多くなる傾向がみられます。 

N=83   

 

「子育てや教育にお金がかかりすぎる」が49.46% で最も多く、「育児・出産の心理的・肉体的な負担」が

32.5%、「年齢的な問題」が25.3%、「子どもを預ける施設が整っていない」が25.3％となっています。 

        N＝83
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